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武蔵野美術大学 
 

=========================================================   

武蔵野美術大学とGVA TECH株式会社で 

「みんなのための法律とデザイン」の共同研究を開始 
========================================================= 
 学校法人武蔵野美術大学（所在地：東京都小平市、学長：長澤忠徳）と GVA TECH 株式
会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役：山本 俊）は、「日本のデザイン」という視点で、
法律を活用し、社会をよくするためのデザイン研究を共同で開始します。 
 

 
 
 
◆プロジェクト概要 
第４次産業革命と言われる現在、社会や産業構造の変化が、人間の予測を超えて進展する
ようになって来ました。それに伴い教育分野では自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓いていく力を身につけることを目的と
し、2020 年から学習指導要領が小学校から順次変わっていきます。また、法律分野でも 2017
年に民法改正、2020 年に施行され変化に対応しようとしています。このように社会や産業
構造の変化する中で、法律という存在もまた変化を求められています。 
しかし、依然として法律は法治国家において全ての活動の基盤となる存在でありながら、
一部の専門家のものとなっており、「二割司法」という言葉が示すように全ての人が恩恵を
享受しているとは言い難い状況です。 
そこで本研究では、社会をよくするために法律を活用する未来を描き、またその実現に向
けた体験価値の創造において重要な要素であるデザインを活用するなど、法律×デザイン
で皆が暮らしやすくなるための社会と法律のビジョンに関する研究を通して新たに社会的
価値の創出・向上を目指していきます。 
 
 
 
 
 



 
 
◆武蔵野美術大学造形構想学部クリエイティブイノベーション学科 
山崎和彦 教授のコメント 
一般的に美術大学が法律！？と思われる方もいると思います

が、本学の設立背景を踏まえるとあまり驚くことではありませ
ん。いま、社会や産業構造が大きく変化していく中で、社会問
題も多様化・複雑化し、従来の考え方が通じなくなってきてい
ます。本学のソーシャルクリエイティブ研究所ではそれらの問
題に対応するために「社会に対してビジョンとプロトタイプを
研究提案する」という構想のもと、日本のデザイン、みんなの
デザイン教育、暮らし方・働き方のデザイン、以上の３つをテ
ーマにして、創造的思考力を活かし社会的価値の向上、創出を目指しています。その中で
も「暮らし方・働き方のデザイン」では ITによって変革しているコミュニケーションを題
材にしています。日本でもリーガルテックなどの言葉を最近聞くようになってきましたが、
IT によって変革していくコミュニケーションの代表だと思います。そのような状況で法律
とデザインという今までにない組み合わせで研究を進めることは、これからのデザインや
法律分野にとって、とても社会的意義の高い取り組みになると思います。 
 
 
 
◆GVA TECH株式会社代表取締役 山本俊のコメント 
法律は一つの言語だと思っています。今は一部の人にしか

その言語が話せなくて、理解もできません。しかし、日本は
法治国家なので法律で規制されているわけです。専門家以外
の人は、法律を理解できていることが少なく、不公平な結果
になることがあります。また、専門家を介して法律を理解す
ることで、時間的・金銭的な非効率性が発生しています。そ
こで、リーガルテックを活用することで、このような不公平
性や非効率性を解消することができると考えていますが、専
門家以外の一般社会にリーガルテックを溶け込ませるにはデザインの視点が非常に重要だ
と考えています。今回の共同研究では、法律を社会に浸透させるためのリーガルテックを
デザインの視点で捉え直していくことができれば、日本社会の発展に貢献できると考えて
います。 
 
 
 
 
 
 



 
 
■武蔵野美術大学市ヶ谷キャンパスについて 

2019年 4月に新設された造形構想学部クリエイテ
ィブイノベーション学科、大学院造形構想研究科造
形構想専攻クリエイティブリーダーシップコースは、
「創造的思考力」を実社会で応用するための具体的
な方法を学ぶ新たな教育研究拠点として開設されま
した。この新学科及び新大学院は、「自分たちでつく
る」をコンセプトに「創造的思考力」によるさまざ
まな発想法や批評的アプローチを用いて、問題解決
に留まらない企画構想力をグループワークで学ぶ演習や、企業や自治体と連携した産学プ
ロジェクト演習が主体となります。柔軟な発想力や構想力を培い、「創造的思考力」を基盤
により良い未来のためのビジョンを提案し、社会を変える原動力となる人材を育てる拠点
にしていきます。 
 
■GVA TECH株式会社について 
弁護士事務所の代表である山本俊が立ち上げた会社。「契約における法務格差の解消」をビ
ジョンに掲げ、日本初の AI 契約書レビューサービス「AI-CON」を筆頭に複数のリーガル
テックサービスを運営しています。 
TechCrunch Tokyo 2018スタートアップバトル：「Microsoft Award」を受賞  
X-Tech innovation2018：「NTTドコモ賞」を受賞 
CTO of the year2018 ：ファイナリスト選出 
IVS LaunchPad 2018 Winter Kanazawa：決勝進出 
 
＜ 会社概要 ＞ 
会社名：GVA TECH株式会社 
代表取締役：山本 俊 
本社所在地：東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-15-6 GVAフレンズ 
設立日：2017年 1 月 4日 
資本金：2 億 7552 万 5299 円（資本準備金含む） 
事業内容：「AI-CON」シリーズの開発・提供 
URL：http://gvatech.co.jp/ 
 
【本リリースに関するお問い合わせ先】 
武蔵野美術大学法人企画グループ 
広報チーム担当 西 
TEL：042-342-6038   FAX：042-342-6094 
E-MAIL：koho@musabi.ac.jp 
 


